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ＨＥＷ４を使用したＨ８－３０５２ＣＰＵボード開発の仕方 初版 ２００５．８．３０ 

      第2版  ２００５．１１．３ ＦＤＴ切り離し 

      第3版  ２００６．３．２８ ｉｏｄｅｆｉｎｅ．ｈ未使用 

 

■ここではＨＥＷの立ち上げ、プログラム作成、ＲＯＭ化のファイル作成の方法を示します。ＨＥＷはあらかじめダウンロード、インスト

ゥールしてあることが前提です。 

 

 ●ＨＥＷを立ち上げると下図のような表示があります。 

 
 新しくプログラムを製作する場合は「新規プロジェクトワークスペース」を選択します。過去に製作したプログラムの修正、追加等は「最

近使用したプロジェクトワークスペースを開く」を選択し、ワークスペースを選択します。「別のプロジェクトワークスペースを参照する」

はＨＥＷのディレクトリ外にあるファイルを参照できます。 

 ここでは「新規プロジェクト、、」を選択し、ＯＫをクリックします。 

 

 ●ワークスペース名、プロジェクト名を記入します。同じでも、異なっていてもよいようです。 

ＣＰＵ種別はＨ８Ｓ、Ｈ８／３００を選択してください。 

ツールチェインはＨｉｒａｃｈｉ Ｈ８Ｓ、Ｈ８／３００ Ｓｔａｎｄａｒｄを選択してください。 

 

 デホルトではソースファイル等はＣ：￥Ｐｒｏｇｒａｍ Ｆｉｌｅｓ￥Ｒｅｎｅｓａｓ￥ＨＥＷ３０￥に置かれます。本例ではパソコン
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に既にＨＥＷ３がインストールされていたためＨＥＷｘｘのディレクトリ中に上書きされるようです。新規にダウンロードしてインストゥ

ールした場合、Ｃ:¥ＷｏｒｋＳｐａｃｅ に置かれるようです。 

 

 ●ＣＰＵ種別はＨ８Ｓ、Ｈ８／３００を選択します。他にＭ１６Ｃ（旧三菱系マイコン）やＳｕｐｅｒＨ ＲＩＳＣ ｅｎｇｉｎｅ（Ｓ

Ｈマイコン）の開発が行える設定になっています。ＨＥＷで開発できるマイコンの種類はもっと多岐に渡ります。 

 
 ●ツールチェインはＨｉｔａｃｈｉ Ｈ８Ｓ、Ｈ８／３００ Ｓｔａｎｄａｒｄを選択します。他にＫＰＩＴ社のＧＮＵ Ｈ８が使用で

きるようです。ＫＰＩＴ社はＬｉｎｕｘ上で動作するＧＣＣ ＣコンパイラをＷｉｎｄｏｗｓ上で使用できるように変換して無料でダウン

ロードできるようにしている会社です。このＣコンパイラの動作はＨＥＷがインストゥールされていることが前提のようです。ＨＥＷ４の

英語バージョンはＫＰＩＴ社のサイトからダウンロードできます。 

 
 ●下例「本ワークスペースのディレクトリが生成できません。」というエラーはワークスペース名が既にディレクトリにある場合のエラ

ーです。名称を変えてください。 
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●ＯＫをクリックすると以下の画面が現れます。 

ＣＰＵシリーズは３００Ｈを選択します。 

ＣＰＵタイプは３０５２Ｆを選択します。 

 
●ここで「次へ」を選択するとより詳細なＨＥＷの設定ができますが、ここでは必要ないので、「完了」をクリックしてください。以下の

画面が現れます。 
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●今までの設定の確認ができます。また、Ｒｅａｄｍｅ．ｔｘｔというファイル名で保存されるため後からの確認も容易です。以下の項目

等、入力と相違ないか確認します。 

 ＰＲＯＪＥＣＴ ＮＡＭＥ：  Ｈ８３０５２ｔｅｓｔ 

 ＣＰＵ ＳＥＲＩＥＳ：  ３００Ｈ 

 ＣＰＵ ＴＹＰＥ：  ３０５２Ｆ 

●ＯＫをクリックすると下図のような画面が表示されます。 

 
●ここまでですでに以下のファイルが自動的に生成されています。ユーザーがプログラムを書き込むのは「Ｈ８３０５２ｔｅｓｔ」です。

他のファイルに対する知識は特に必要ありません。ファイル名をダブルクリックするとエディタが開かれます。 

 
 

このファイルをダブルクリックする。 
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●「Ｈ８３０５２ｔｅｓｔ」のダブルクリック結果 

 
●「Ｈ８３０５２ｔｅｓｔ．ｃ」の詳細 

もっぱら、ここのｖｏｉｄ ｍａｉｎ（ｖｏｉｄ）関数内にユーザープログラムを書きます。 

 

 
ここにユーザープログラムを記入する。 
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●例としてＨ８－３０５２のＰ６をＯＮ、ＯＦＦさせるプログラムを作成してみます。以下がプログラム全容です。エディタで追記した部

分は以下の行番号です。 

 

１４ ＃ｄｅｆｉｎｅ Ｐ６ＤＤＲ （＊（ｖｏｌａｔｉｌｅ ｕｎｓｉｇｎｅｄ ｃｈａｒ 、、、 

１５ ＃ｄｅｆｉｎｅ Ｐ６    （＊（ｖｏｌａｔｉｌｅ ｕｎｓｉｇｎｅｄ ｃｈａｒ 、、、 

、、、、 

２８ Ｐ６ＤＤＲ ＝ ０ｘｆｆ； 

２９ ｗｈｉｌｅ（１）｛ 

３０   Ｐ６＝０； 

３１   Ｐ６＝０ｘｆｆ； 

３２ ｝ 

 

 
■ 順番に説明します。 

 

●Ｐ６のレジスタの絶対値アドレス等を設定しています。 

 

１４ ＃ｄｅｆｉｎｅ Ｐ６ＤＤＲ （＊（ｖｏｌａｔｉｌｅ ｕｎｓｉｇｎｅｄ ｃｈａｒ 、、、 

１５ ＃ｄｅｆｉｎｅ Ｐ６    （＊（ｖｏｌａｔｉｌｅ ｕｎｓｉｇｎｅｄ ｃｈａｒ 、、、 

 

Ｐ６のアドレス定義を書きます。 
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●プログラムの部分です。 

 

２８ Ｐ６ＤＤＲ ＝ ０ｘｆｆ； 

２９ ｗｈｉｌｅ（１）｛ 

３０   Ｐ６＝０； 

３１   Ｐ６＝０ｘｆｆ； 

３２ ｝ 

 

２８行はＰ６のポートを全て出力に設定しています。 

２９行は無限ループです。 

３０行はＰ６に０を出力しています。 

３１行はＰ６に０ｘｆｆを出力しています。各ビットで見ると１を出力しています。 

３０行と３１行が無限ループですので、Ｐ６のポートが０と１を繰り返します。 

 

ここまで書けたら一度ファイルをセーブしておきます。（各アイコンの位置はＨＥＷのバージョン、画面設定により異なりますが、絵が同

じであれば動作も同じです） 

 

 

 

                    ここをクリックしてセーブ 

 

●コンパイル（ビルド）します。 

 

 
    ビルド 

  コンパイル 

 

●コンパイルはリンクしません。プログラム書き始めの頃（エラーが多い場合）はコンパイルでエラー確認したほうがデバックが早いです。 

●ビルドはリンクまで行いＲＯＭ書き込み可能ファイル形式 ＭＯＴファイルを出力します。最終的にはビルドを行いＲＯＭに書き込みま

す。初めてのビルドは数分待たされることがあります。 

 

ビルドの結果、０ Ｅｒｒｏｒｓ、１ Ｗａｒｎｉｎｇの結果が得られればＯＫです。（下図） 
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ここで１ Ｗａｒｎｉｎｇとはデホルトでメモリマップに指定されているセクションの一つであるｃが使用されていないことによるもの

で、本件では気にする必要はありません。ユーザが書いたプログラムに問題がある場合、ここから数値が増えることになります。これは修

正し、０エラー、１ワーニングの状態までもっていく必要があります。 

 

 ここまでできたら後はプログラムをＣＰＵ内蔵フラッシュＲＯＭに書き込み、動作させてみます。 

別ファイルで 

◎フォースライタ「ＦＷＲ３０５２」での書き込み方 

◎ルネサステクノロジ社純正「ＦＤＴ」による書き込み方 

両方の解説がありますので参考にして書き込んでみてください。 

 

ご注意 

 

■ＨＥＷは株式会社ルネサステクノロジ社の商標登録です。 

■Ｗｉｎｄｏｗｓは米国マイクロソフト社の登録商標です。 

■ＧＣＣ（ＧＮＵ Ｃｏｍｐｉｌｅｒ Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ）Ｃ はＧＮＵプロジェクトによるフリーＣコンパイラです。 

 

１．本文章に記載された内容は弊社有限会社ビーリバーエレクトロニクスの調査結果です。 

２．本文章に記載された情報の内容、使用結果に対して弊社はいかなる責任も負いません。 

３．本文章に記載された情報に誤記等問題がありましたらご一報いただけますと幸いです。 

４．本文章は許可なく転載、複製することを堅くお断りいたします。 

 

〒350-1213 

埼玉県日高市高萩1141-1 

TEL 042（985）6982 

FAX 042（985）6720 

Homepage：http//beriver.co.jp 

e-mail：support＠beriver.co.jp 

 

有限会社ビーリバーエレクトロニクス     


